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【目的】 
 脛骨過労性骨膜炎の危険因子のひとつに，内側縦アーチの低下が指摘されている。脛骨過労性骨膜炎
の下肢アライメントに関して，Yates 2004，Raissi 2009，Rauh 2010らにより回内足であること，舟状
骨の降下があることが報告された。そのため足底挿板による介入がなされており，増谷ら（2003）は，
運動時痛が 71％，圧痛が 86％で軽減したと報告した。しかしながら，実際にどのような機序で足底挿
板が効果をもたらしたのかは，不明のままである。内側縦アーチの低下は，下腿の後内側に位置する筋
群の筋膜を牽引することや疲労に伴う伸張性の低下などが考えられる。そのため，内側縦アーチを支持
することにより筋活動が変化するかどうかを確認することは，脛骨過労性骨膜炎に対する足底挿板の効
果を明らかにできる一助となる。本研究の目的は，足底挿板が生体に及ぼす影響として筋活動を測定し，
筋活動の側面から足底挿板による効果の発生機序解明に寄与することである。 
【方法】 
 対象は，健常男性 6名（20～21歳）とした。BMI値が標準の範囲ではなく，過去 1年から現在に至る
まで腰痛など体幹・下肢の整形外科疾患を有する者，実験条件で疼痛が生じる者は除外した。すべての
対象は，実験内容の説明を受け，同意したものを対象とした。本研究は，聖隷クリストファー大学倫理
委員会の承認を得て行った。 
 測定条件は，足底挿板の有無，片脚立位による下腿の前傾が 10度，20度の合計 4条件とした。筋活
動の値を正規化するために，片脚立位における下腿の前傾 0度も測定した。筋活動の測定前に下腿の前
傾を傾斜計により確認し，複数回の練習を行った。足底挿板にはリアラインインソール（Glab社製）を
用い，対象者の足のサイズに適したものを適応した。表面筋電図の測定にはテレマイオ 2400(Noraxon
社製)を用いた。対象筋は，後脛骨筋，母趾外転筋，長腓骨筋，腓腹筋，ヒラメ筋とした。すべての条
件は 3回実施し，静止した 5秒間の筋活動を測定，中央 3秒間の積分値を算出し，平均したものを代表
値とした。下腿前傾 10度および 20度において，足底挿板の有無を比較するため Wilcoxonの符号付き
順位検定を行った。有意水準は p＝0.05とした。解析には SPSS version22（IBM）を用いた。 
【結果】 
 下腿前傾 20度では，ヒラメ筋，内側腓腹筋，後脛骨筋において，足底挿板の挿入により筋活動が有
意に低下した（それぞれ p=0.046，p=0.028，p=0.043）。その他の筋では，有意差は認められなかった。
下腿前傾 10度では，すべての筋において有意差は認められなかった。 
【考察】 
 本研究の結果，下腿前傾 20度では足底挿板によりヒラメ筋，内側腓腹筋，後脛骨筋の筋活動が低下
したが，下腿前傾 10度では有意な差を認めた筋はなかった。ヒラメ筋および後脛骨筋は，脛骨過労性
骨膜炎に関与すると指摘されている。足底挿板により筋活動が低下したことは，付着部への牽引力を軽
減させることが示唆された。前傾 10度では，その肢位を保持するために必要な筋活動が少なくて済む
ため，足底挿板の影響を受けづらかったことが考えられた。※理学療法関連学会に発表を計画している。 
